
●休館日=月曜日　●開館時間-火～金曜日(午前9時30分～午後7時)/土･日曜日(午前9時30分～午後5時)入室はいずれも閉館30分前まで

入場料一般500円(400円)高･大生300円(240円)小･中生無料

●( )内は前売りおよび団体20名桜以上の料金　前売りは美術館1階受付にて開催前日まで販売●会期中の土曜巨=ま高校生入場無料

⑳65歳以上の高齢者(長寿手帳等が必要) ｡身体障害者手帳･療育手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者は入場無料⑳主催-高松市美術館

新･高松市誕生記念

Takamatsu CEty Museum of Aけ

高松市美術館
〒760-0027　香川県吉松市紺屋町10-4 Tel 087-823･1 71 1

ホームページhttpニ仙… clty takamalsu kagawaJp/647 htmJ
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斎藤義重｢カラカラ｣ 1 973(原作1 936)年

瀧口修造｢作品｣

m the collection of Takamatsu City Museum of Art II

レクション展では｢東西芸術家の出会い｣と題し､日本と欧米の芸術家閣の美市松高のびたの

-∴∴∴工. ･ ㍗所蔵作品約180点によりご紹介します｡

猪熊弦一郎と､彼に感化を与えたピカソ､マチス01936年糸を張りメカニックな抽

象レリーフ｢カラカラ｣を作り出した斎藤義重と､その創作に多大な影響を与えたマレーヴイチ､リシツ

キーらロシア構成主義の作家たち｡1952年渡仏した当初鳥や猫をモチーフにユーモラスな絵画を措いた

菅井汲と､その作風に影響を与えたクレー､ミロ｡シュルレアリスムの特異なデッサンを試みた瀧口修造

と､瀧口が関心を抱いていたエルンスト､タンギ-らシュルレアリストたち｡レインボーの画家･愛堰と､

彼が参加した60年代の前衛グループ･フルクサス080年代以降の絵画シーンをリードする大竹伸朗と､彼

が親交を結んだ英国の画家ホックニー｡アニメ的アイコンを自在に操り日本独自のポップを展開する村

上隆と､モンローなどの大衆的アイコンを用いた元祖ポップ･アーティストウォーホル- ･

日本と欧米の芸術家たちの間で交わされた､有名な/知られざる､さまざまな形の出会い｡それらが日

本の現代美術の世界を多様性に富み､魅力あるものにしているということを､本展を通して感じていただ

けると幸いです｡

菅井　汲｢無題｣1954年
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ギャラリートーク(観覧券が必要)
●当館学芸員によるギャラリートーク

1月13日(土)午後2時より2階展示室にて

●美術貴官ボランティアcIVl(シヴィ)によるギャラリ-ト-ク

会期中の日曜日午前1 1時～/午後2時～

1日2回2階展示室にて

常設展のお知らせ
●第5期常設展1月12日(金)～3月29日(木)

*特別展のチケットでご覧いただけます｡

今後の催物のお知らせ
●ロートレック賛歌展　2月16日(金)～3月25日(日)

アートで遊ぼう!(鑑賞プログラム)
●1月27日(土)(コレクション展Ⅱ)/2月10日(土)(5期常設展)/

2月24日(土)(ロートレック賛歌展)午前9時30分～l l時

対象小学3-6年生定員15名(矢着順)

3回連続で受講してください｡お申込は美術館受付または電話で

交通のご案内
J R四国-JR高松駅下車､南へ徒歩15分

ことでん一瓦町駅､片原町駅下車､徒歩1 0分
バス路線一(ショッピン9･レインボー循環バス)紺屋町バス停下車､徒歩3分

駐車場-莫術館地下に公営駐車場(有料､乗用車1 44台収容)
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